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リサイクルセンターからのお知らせ
　リサイクルセンターの運用が開始され、２か月が経過しました。
　ごみの受入れや選別作業も順調に進んでおり、引き続き、安全で安心な施設運用に
努めてまいります。

【ごみを持ち込むにあたって】
　ごみをリサイクルセンターへ持ち込まれる際、分別が
出来ていないことや、町では取り扱えないタイヤなどを
段ボールに入れて持ち込まれることなどがあります。
　ごみを持ち込む際には、町で発行した「ごみの分け
方・出し方」をご確認いただき、分別して持ち込むよう
にしてください。
【集積場所にごみを出すにあたって】
　収集日当日の午前８時30分までに、分別を必ず行って
からごみを出してください。
　集積場所は、地域の皆さんの協力のもと、清潔に保た
れています。
　一人ひとりの、心がけで、集積場所を取り巻く環境は
大きく変わるとともに、収集時間が短縮でき、リサイク
ルセンターの効率的な運用にもつながります。

　地球温暖化防止対策及び節電対策の一環と
して、町職員のクールビズを実施しています。
実施期間は５月１日（火）から10月31日（水） 
までです。
　期間中、職員は半袖シャツ・ノーネクタイ
等の軽装で執務します。
　　　　　　　　問総務課　☎内線20９

竣工式を行いました
　３月26日（月）、
平塚市長をはじめ、
二宮町長、大磯町議
会議長など多くの方
にお越しいただきリ
サイクルセンターの
竣工式を行いました。

【古布の資源化に協力を】
　梅雨の時期になります。
　古布は、洋服として再使用したり、油をふき取るウエ
スなどにリサイクルされています。
　古布が雨に濡れてしまうと、カビの発生の原因となり、
洋服として再使用できなくなり、結果として、焼却処理
されてしまうことになります。
　大切な資源をリサイクルできるようご協力ください。
　また、古布の状態によっては、リサイクルショップで
買い取ってくれることがあります。
　また、フリーマーケットを活用したり、地域活動の一
環でリサイクルをしている地区もありますので、大切な
資源を有効に活用しましょう。

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

クールビズで涼しく！

リサイクルセンターに
　　　　　　お越しください

～実施中～

問美化センター　☎（72）4438

　ごみの流れが見て学べる「見学者コース」の
設置や、環境について学べる展示もありますの
で、ぜひ、施設見学にお越しください。
　見学が可能な日時は、平日の午前10時から午
後３時までになります。
　また、申込みにあたっては、ご連絡の上、指
定様式（町民課町民協働係、国府支所で配布し
ているほか、
町ホームペー
ジからダウン
ロード可）を
美化センター
までご提出く
ださい。

持込みごみの受付時間
月～金曜日（祝日除く） ９：00～11：30 13：00～16：00
土曜日 ９：00～11：30 —▲ペットボトルキャップアート

　町では、河川・海域などの水質や大気の状況を把握するため、毎年環境調査を実施しています。昨年度の各種調

査結果は下表のとおりでした。

◎ｐＨ（ペーハー・水素イオン濃度）
　溶液中の水素イオン濃度を表す記号で水素イオン指
　数ともいう。
　ｐＨは、０から14まであり、７が中性、７を超える
　とアルカリ性、７未満が酸性となる。
◎ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　水中の有機物質（汚物）が一定条件のもとで微生物
　によって分解されるときに消費される酸素の量。
◎ＣＯＤ（化学的酸素要求量）
　水中の有機物質が酸化剤によって酸化されるときに
　消費される酸素の量。
◎ＳＳ（浮遊物質量）
　水中に懸濁している固体や浮遊固形物。

◎ＤＯ（溶存酸素量）
　水中に溶け込んでいる酸素の量。
　きれいな河川は通常７～10ｍｇ/ℓ程度である。
◎ｎ－ヘキサン（ｎ－ヘキサン抽出物質）
　水中に含まれている比較的揮発しにくい油状物質の量。
◎大腸菌群
　人畜の排出物などによる汚れを知る尺度で、各消化器系
　病原菌によって汚染されている可能性が高い。
◎ｐｐｍ
　濃度の単位で、100万分の１を表す。
◎環境基準
　人間の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持さ
　れることが望ましい基準｡(いわゆる規制基準ではない｡)

二酸化窒素濃度調査結果海域水質調査結果

河川水質調査結果

29年度
0.010
0.014
0.020

※数値は１時間値の日平均値

※数値は年度内平均値

※数値は年度内平均値、<印は定量下限値未満を示す。　※金目川は神奈川県がそれぞれ前年度に測定した結果です。    

◎環境基準：
　0.04 ～ 0.06ppmまでのゾーン
　内またはそれ以下  
◎測定方法：
　ザルツマン試薬を用いる吸光
　光度法  
◎採取時間：
　12：00～翌日の12：00までの
　24時間  

用語の解説

環境調査（河川・海域・大気）測定調査結果

役場南側
図書館前
国府支所

測定地点 28年度
0.066
0.067
0.072

単位：ｐｐｍ

28年度
49
04
17

29年度
　18
0110
2未満

 大腸菌 
(単位：MPN/100㎖)

 1,000以下

28年度
　0.7
　0.9
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5

29年度
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5
＜0.5

ｎ－ヘキサン
（単位：㎎/ℓ）

－

28年度
5.0
2.0
4.0
2.0
3.0
4.0
6.0
3.0
5.0

29年度
4.0
3.0
1.0
2.0
4.0
6.0
7.0
4.0
5.2

ＳＳ
（単位：㎎/ℓ）

50以下

28年度
3.4
3.3
7.1
3.5
1.7
3.2
5.1
4.3
1.3

29年度
3.2
3.5
4.3
3.9
3.1
4.6
3.4
4.1
1.2

ＢＯＤ
（単位：㎎/ℓ）

５以下

28年度
9.0
8.7
7.9
8.1
8.0
7.9
8.0
8.5
7.8

29年度
9.1
8.6
8.1
8.1
8.2
8.2
8.0
8.8
7.8

ｐＨ
（単位：なし）測定地点

6.5～8.5

28年度
0.5未満
0.5未満
0.5未満

29年度
0.5未満
0.5未満
0.5未満

ｎ－ヘキサン
（単位：㎎/ℓ）

無検出

28年度
8.4
8.2
9.2

29年度
8.6
7.4
8.7

ＤＯ
（単位：㎎/ℓ）

7.5以上

28年度
3.1
3.0
2.6

29年度
1.8
1.7
2.8

ＣＯＤ
（単位：㎎/ℓ）

２以下

28年度
8.2
8.2
8.2

29年度
8.2
8.2
8.2

中　　央
漁　　港
港　　外
環境基準

ｐＨ
（単位：なし）測定地点

7.8～8.3

問　環境課(美化センター内)　
　　　　　　　☎(72)4438

富士白苑付近
富士白苑付近
鴫立橋
河口付近
プリンスホテル付近
川尻公園付近
スーパーヤオマサ付近
月京橋付近
花水橋付近

河川名

池田排水路
三　沢　川
鴫　立　川
血　洗　川
葛　　　川
不　動　川
長　谷　川
谷　戸　川
金　目　川
環 境 基 準 －

　わたしたち一人ひとりにできる、
環境に優しいＥＣＯ（エコ）ライフ
への取組みが、地球温暖化防止への
原動力となります。
　皆さんでＥＣＯ（エコ）ライフを
実践しましょう！
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6月は環境月間です。 〜一人ひとりにできること〜

「ＥＣＯ（エコ）ライフ」に取り組んでみよう！
●使っていない電気は小まめに消しましょう。
●冷房は28度を目安にしましょう。
●冷蔵庫は詰め込みすぎないようにしましょう。
●ＬＥＤ照明を使いましょう。
●みどりのカーテンを育てましょう。
●シャワーや水道の出しっぱなしは止めましょう。
●洗濯にはお風呂の残り湯を利用しましょう。
●自動車の利用は控えるようにしましょう。
●�レジ袋はもらわずに、マイバックを持参し、マイ箸、マイカップを使
いましょう。
★「もったいない」の気持ちで実践すれば、「家計」にもやさしい取組みです。


